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東日本大震災復興のための「世界の英知を復興へプロジェクト」

・「単なる復旧ではなく、創造的な復興へ」 辺境から中心へ
「単に震災前の状態に戻す」のではなく、将来を見据え、発展的な「創造的復興」が期待される。

・ 「世界の英知を復興へproject」
世界最先端の一次産業国から学ぶプロジェクトを推進し、創造的復興を実現したい。

・「世界各国の農林漁業従事者の経営ノウハウ、技術、農林水産政策から学ぶ」
「食と農林漁業再生実現会議」が、2011年震災復興をも見据えた基本方針を発表。（「我が国の食と
農林漁業の再生のための基本方針・行動計画」）

・農水省の協力→各大使館への連絡→農水省東北農政局の協力でプロジェクト推進

・宮城大学に推進本部立ち上げ（ノルウエーの水産業、オランダの園芸、デンマークの畜産）

2011年 6月 ワークショップ カーラ･ボーンストラ
2012年 2月 オランダ本国からシンポ コネイン、

7月 日本でGペック
10月 ホーティフェアー、デリゲーション

2013年 2月 フォローアップセミナー
今後宮城県内に園芸研究会の立ち上げ予定

オランダ園芸これまでの取り組み



The Workshop in Sendai&Minamisanriku June 20-21, 2011 
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The Workshop in Sendai     February 27, 2012  
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仙台湾岸南部地域
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仙台湾岸での園芸振興による震災復興のイメージ （その１）



仙台空港

仙台湾岸での園芸振興による震災復興のイメージ （その２）
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農業で復興へ



復興の現状



旧来からの園芸も復興しつつある



宮城県北の園芸



視点＝日本農業、仙台湾岸農業のWeak Pointの脱却

Weak Point
１農業産出額の傾向的減少
２市場開拓、特に輸出力の弱さ
３稲作への依存体質

産出額の低下はほとんど稲作の産出額の低下
稲作を守るために市場アクセスに消極的
稲作からの脱却、かわりに園芸・水田･畜産・野菜・畑作の振興
特に園芸→オランダの経験やノウハウ

なぜ園芸での復興だったのか？

日本，とりわけ東北にとっては、稲作からの脱却が課題



Japanese Agricultural-products output
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農産物産出額の変化

12兆円

日本の産出額の減少は、米の減少による（11兆3,103億円から8兆1,902億円
米は3兆8,249億円から1兆7,950円

１５年間で
３兆１千億円の減少
内米の減少額
２兆１千億円

Japanese Agricultural-products output



日本農業の世界の市場開拓力・輸出力について

農産物輸出高 １米国、２オランダ、 ３ドイツ、4位フランス
日本は世界51位 （23年度農水白書 農林水産省）



The amount of farm export

（100 million＄）
The amount of farm export（1961～2007）

出所：経済産業省通商白書（2010年）



日本の農政は米に手厚い(２０１２年度予算）

およそ２兆１千億円の農水省予算の内、8千億円が土地利用型農業対策
（うち2千億円強が畑作対策）。

Ⅰ農業者戸別所得補償制度（特会・一般） 690,070百万円
１ 畑作物の所得補償交付金 212,302
２ 水田活用の所得補償交付金 228,431
３ 米の所得補償交付金 192,900
４ 米価変動補塡交付金[新規] 29,400
５ 加算措置 15,000
６ 農業者戸別所得補償制度推進事業等 11,037

Ⅱ関連支払 111,877百万円
１ 中山間地域等直接支払交付金 25,917
２ 農地・水保全管理支払交付金 24,695
３ 環境保全型農業直接支援対策 2,644
４ 甘味資源作物・国内産糖交付金等 51,418
５ 戸別所得補償経営安定推進事業 7,203

稲作偏重の理由＝①日本の文化と深く結びつき、②主食だからという側面もあるが、
基本的には③兼業農家維持。
１９７０年代、稲作地帯の県の農政は、ほとんどが「稲単作からの脱却」を掲げていた。
→それが、URや、関税化阻止、米価維持要求等によって、まともに取り上げられず、失

敗に終わる。
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農業産出額 ¥81,214

Output   (100 million yen)
The number of farmhouse
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Output per farmhouse
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Japanese Agricultural-products output



OUTPUT（100MillUS$）
Per person 

(10thousandUS$)

1 CHINA 4873 1 AUST 1087 

2 INDIA 2219 2 NETHERL 835 

3 USA 1534 3 FRANCE 827 

4 BRAZIL 911 4 ITALY 700 

5 RUSSIA 715 5 DENMARK 586 

6 JAPAN 713 6 CANADA 568 

7 FRANCE 513 7 JAPAN 560 

8 ITALY 417 8 KOREA 542 

9 GERMANY 287 9 RUSSIA 506 

10 KOREA 261 10 USA 492 

11 THAI 251 11 BRAZIL 475 

12 AUST 229 12 THAI 372 

13 ENGLAND 216 13 CHINA 362 

14 CANADA 189 14 ENGLAND 351 

15 NETHERL 138 15 GERMANY 349 

MAFFSTAT

世界から見えてくる農業の型

MAFFSTAT



農業といっても中身は全く異なる。
世界には三つの農業の型がある。

１，開発途上国型農業 ＢＲＩＣ‘ｓ
（自国の国民を養うことが第一の課題＝食料の自給が大事）

（原料としての農産物 食料問題が発生）

２，輸出目的の先進国型農業 新大陸（ケアンズ諸国）
（過剰から輸出へ転換、労働生産性の高い農業が大事）

（原料としての農産物 構造問題が登場）
注）ブラジルが近年新大陸型に移りつつある

３，成熟国型農業 旧大陸（ヨーロッパの国々）
（高い付加価値農業、生産性の高い農業が大事。新たな価値

創造、 市場開拓・商品開拓が課題）

世界には三つの農業の型があり、日本が目指すべき農業は？


